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平成 30年度 第 294回教育研究審議会議事要録 
 
日 時  平成 30年 6月 26日（火）13:30～14:10 

場 所  北方キャンパス本館 Ｅ701会議室  
出席者  松尾学長、柳井副学長、梶原副学長、二宮副学長、中尾副学長、田上事務局長、 
 大平外国語学部長、朱経済学部長、田部井文学部長、小野法学部長、眞鍋地域創生学群長、 
 龍国際環境工学部長、日髙基盤教育センター長、八百社会システム研究科長、 
 任マネジメント研究科長、今泉学生部長、田村教務部長、後藤入試広報センター長、 
 佐藤情報総合センター長、廣渡評価室副室長 

配布資料  1  欠員補充申請書（国際環境工学部） 

2-1 教育課程の再編におけるこれまでの経緯 

2-2 学士課程並びにマネジメント研究科及び国際環境工学研究科の新カリキュラム 

     について 

3-1 i-Designコミュニティカレッジ構想（案） 

3-2 北九州市立大学i-Designコミュニティカレッジ規程（案） 

3-3 社会人大学教育運営委員会規程（案） 

4-1 平成30年度学長選考型研究費採択一覧 

4-2 平成30年度学長選考型研究費公募要領 

5-1 平成30年度特別研究推進費の選考について 

5-2 平成30年度公立大学法人北九州市立大学特別研究推進費公募要領 

5-3 平成30年度研究基盤充実費の選考について 

5-4 平成30年度公立大学法人北九州市立大学研究基盤充実費公募要領 

6  北九州市立大学教員海外出張・研修報告書 

 

第１号 教員の人事について 

＊ 資料1のとおり、国際環境工学部からの申請に基づき、平成30年1月3日付で退職した小野大輔准教

授の後任として、機械工学を基盤とし、機械の知能化、検査・診断などに関連する分野の担当教員1

名の欠員補充申請について提案。 

 

  ● 申請書の本文中、２（５）欠員補充する理由で「本学科」とあるが、これは初出であるため「機 

   械システム工学科」と明記してはどうか。その後の「機械システム工学科」と「本学科」の表記に 

   ついても整理をしてはどうか。 

  ○ ご指摘のとおり、修正したい。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

（議案承認の後、選考委員会を設置） 

 

第２号 学士課程並びにマネジメント研究科及び国際環境工学研究科の新カリキュラムについて 

＊ 資料2のとおり、学士課程並びにマネジメント研究科及び国際環境工学研究科の新カリキュラムに

ついて提案。 

 

○ 平成31年度の教育課程再編に向け、学士課程において基盤教育科目・専門科目への副専攻科目の

追加、マネジメント研究科及び国際環境工学研究科においては科目ナンバリング等が終了し、新カ

リキュラム（案）を策定したので提案するもの。 

● Kitakyushu Global Education Programの関係で、基盤教育科目に海外体験入門科目を配置する

と聞いているが、同科目は今後追加するということでいいか。 

○ ご指摘のとおりである。 
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● 非常勤講師の担当コマ数について、新カリキュラムへの移行期は見込みより若干増えると思うが、

その点は大丈夫か。 

○ それはある程度想定している。特段の事情があれば、個別にご相談いただきたい。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第３号 新社会人教育の創設について 

＊ 資料3のとおり、新社会人教育の創設について提案。 

 

○ 平成31年度開設予定の新社会人教育について、第293回教育研究審議会（平成30年6月12日開催）

で審議いただいた中間報告へのご意見等を踏まえ、構想（案）を取りまとめたので提案するもの。 

● 開設に向けた広報及び所管組織はどのように計画されているのか。 

○ 今後新社会人教育開設準備委員会等で検討する。 

● 地域創生学群の社会人特別枠の広報もあるので、一度協議させていただきたい。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

 

報告 
① 学長選考型研究費の選考結果について、資料4のとおり報告があった。 

② 特別研究推進費及び研究基盤充実費の選考結果について、資料5のとおり報告があった。 

③ 教員の海外出張について、資料6のとおり報告があった。 

④ 次回の審議会を平成30年7月10日（火）に開催する予定である旨、報告があった。 


